あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則
あきる野市中小企業振興資金融資条例施行規則（平成７年あきる野市規則第９０号）の全部を改正する。
（趣旨）
[bookmark: _GoBack]第１条　この規則は、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例（令和７年あきる野市条例第５６号）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。
（資金の種類）
第２条　資金の種類は、次のとおりとする。
（１）　設備資金　機械、土地、建物その他の事業の用に供する固定資産の購入等に要する資金
（２）　運転資金　商品の仕入れ、買掛金の決済、諸経費の支払等に要する資金
（３）　開業資金　事業を開始する、又は事業開始後１年未満において当該事業を営むために必要な前２号に相当する資金
（４）　小口零細企業保証資金　国が実施する全国統一の保証制度として行う小口零細企業保証制度の対象となる小規模企業者（中小企業信用保険法（昭和２５年法律第
２６４号）第２条第３項第１号から第６号までに規定する小規模企業者をいう。以下同じ。）の経営に必要な前３号の資金
（融資の限度額並びに償還期間及び償還方法）
第３条　あっせんする融資の限度額及び償還期間は、別表に定めるところによる。ただし、大規模な災害又は金融危機に起因した経済の収縮等により償還が困難な場合は、償還期間のうち１年を据置期間とすることができる。
２　当該融資を受けた資金の償還方法は、月賦による元金均等月賦償還とする。ただし、繰上償還をすることができる。
（申込者の資格）
第４条　設備資金又は運転資金の融資のあっせんを受けようとする者は、次の条件を備えていなければならない。
（１）　個人にあっては、市内に住所又は事業所を有し、かつ、引き続き１年以上同一事業を営んでいること。
（２）　法人にあっては、市内に本店又は事業所を有し、かつ、引き続き１年以上同一事業を営んでいること。
（３）　既に納期の経過した分の区市町村民税又は固定資産税（以下「市税」と総称す
る。）を完納していること。
（４）　当該融資を受ける際には、東京信用保証協会又は東京都農業信用基金協会の信用保証を受けること。
２　開業資金の融資のあっせんを受けようとする者は、次の条件を備えていなければならない。
（１）　当該融資の実行を受けてから６月以内に市内で事業を開始することにより中小企業者となること又は市内で事業開始後１年未満の中小企業者であること。
（２）　既に納期の経過した分の市税を完納していること。
（３）　当該融資を受ける際には、東京信用保証協会の信用保証を受けること。
３　小口零細企業保証資金のうち設備資金又は運転資金の融資のあっせんを受けようとする者は、次の条件を備えていなければならない。
（１）　個人にあっては、市内に住所又は事業所を有し、かつ、引き続き１年以上同一事業を営んでいること。
（２）　法人にあっては、市内に本店又は事業所を有し、かつ、引き続き１年以上同一事業を営んでいること。
（３）　既に納期の経過した分の市税を完納していること。
（４）　当該融資を受ける際には、東京信用保証協会の信用保証を受けること。
（５）　あっせんを受けた融資を含め、全国の信用保証協会の保証付融資残高（根保証においては、融資極度額）の合計が２，０００万円以下であること。
４　小口零細企業保証資金のうち開業資金の融資のあっせんを受けようとする者は、次の条件を備えていなければならない。
（１）　当該融資の実行を受けてから６月以内に市内で事業を開始することにより小規模企業者となること又は市内で事業開始後１年未満の小規模企業者であること。
（２）　既に納期の経過した分の市税を完納していること。
（３）　当該融資を受ける際には、東京信用保証協会の信用保証を受けること。
（４）　あっせんを受けた融資を含め、全国の信用保証協会の保証付融資残高（根保証においては、融資極度額）の合計が２，０００万円以下であること。
（利率）
第５条　資金の融資利率は、特定金融機関と協議の上、市長が定める。
（融資のあっせんの申込み等）
第６条　融資のあっせんを受けようとする者（以下「申込者」という。）は、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん申込書（様式第１号。以下「申込書」という。）に関係書類を添えて、市長に申し込まなければならない。
２　市長は、前項の規定による申込みを受けたときは、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん台帳に登録するものとする。
（あっせんの審査及び決定）
第７条　市長は、前条第１項の規定による申込みを受けた場合において、その内容を審査し、適当と認めるときは、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん決定通知書（様式第２
号）により申込者に通知するとともに、あきる野市中小企業振興資金融資依頼書（様式第３号。以下「融資依頼書」という。）を特定金融機関に交付する。
２　市長は、前項の規定による審査の結果、融資のあっせんを行うことが適当でないと認めるときは、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん却下通知書（様式第４号）により申込者に通知するものとする。
（融資の実行及び報告）
第８条　特定金融機関は、融資依頼書の交付を受けたときは、融資の実施について審査の上、適当と認めたものについて当該融資を実行するものとする。
２　特定金融機関は、前項に規定する審査の結果について、あきる野市中小企業振興資金融資審査報告書（様式第５号）に関係書類を添えて、速やかに市長に報告しなければならない。
（利子補給率）
第９条　利子の補給率は、特定金融機関と協議の上、市長が定める。
（利子補給の申請）
第１０条　利子補給を受けようとする特定金融機関は、別に定める日までにあきる野市中小企業振興資金融資利子補給申請書（様式第６号）に関係書類を添えて、市長に申請しなければならない。
（利子補給の決定）
第１１条　市長は、前条の規定による申請を受けた場合において、その内容を審査し、適当と認めるときは、あきる野市中小企業振興資金融資利子補給決定通知書（様式第７号）により当該申請をした特定金融機関に通知するものとする。
（利子補給金の請求等）
第１２条　利子補給の決定を受けた特定金融機関は、速やかにあきる野市中小企業振興資金融資利子補給金請求書（様式第８号）に関係書類を添えて、市長に請求しなければならない。
２　市長は、前項の規定による請求を受けたときは、速やかに利子補給金を交付する。
（保証料の助成額）
第１３条　東京信用保証協会の信用保証に係る保証料（以下「保証料」という。）の助成金の額は、保証料の２分の１の額（１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）とする。
（保証料の助成の申請）
第１４条　保証料の助成を受けようとする者は、開業資金の融資を受けた後、速やかにあきる野市中小企業振興資金融資保証料助成申請書（様式第９号）により市長に申請しなければならない。
（保証料の助成の決定）
第１５条　市長は、前条の規定による申請を受けた場合において、その内容を審査し、適当と認めるときは、あきる野市中小企業振興資金融資保証料助成決定通知書（様式第１０
号）により当該申請をした者に通知するものとする。
（保証料の助成金の請求等）
第１６条　保証料の助成の決定を受けた者は、速やかにあきる野市中小企業振興資金融資保証料助成金請求書（様式第１１号）により市長に請求しなければならない。
２　市長は、前項の規定による請求を受けたときは、速やかに助成金を支給する。
３　前項の規定による助成金の支給を受けた者は、第３条第２項ただし書の規定による繰上償還により保証料の返戻を受けたときは、当初支払をした保証料から当該返戻を受けた保証料を差し引いた額に２分の１を乗じた額（１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）を当初支給を受けた助成金から差し引いた額を返還する。
（利子補給及び保証料の助成の決定の取消し等）
第１７条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利子補給及び保証料の助成の決定の全部又は一部を取り消すことができる。
（１）　申込内容に偽りがあったとき。
（２）　第４条に規定する申込者の資格を失うに至ったとき。
（３）　前２号のほか、市長が不適当と認めるとき。
２　市長は、前項の規定により利子補給及び保証料の助成の決定を取り消した場合において、既に利子補給金が交付され、又は助成金が支給されているときは、期限を定めてその返還を命じなければならない。
（届出）
第１８条　あっせんに係る資金の融資を受けた者が償還期間中次の各号のいずれかに該当するときは、速やかにあきる野市中小企業振興資金融資内容変更届出書（様式第１２号）に関係書類を添えて、市長に届け出なければならない。
（１）　住所の移転、氏名、名称又は代表者の変更その他のあっせんに係る申込みの内容に変更が生じたとき。
（２）　据置期間に変更が生じたとき。
（特定金融機関の報告）
第１９条　特定金融機関は、毎月末日現在の融資金の回収状況を翌月１０日までに市長に報告しなければならない。
（委任）
第２０条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。
　　　附　則
　（施行期日）
１　この規則は、令和８年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この規則による改正後のあきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則の規定は、この規則の施行の日以後に受理した申込みに係る資金の融資のあっせんについて適用し、同日前に受理した申込みに係る資金の融資については、なお従前の例による。
別表（第３条関係）
	資金の種類
	限度額
	償還期間

	設備資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む１０年以内

	運転資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む７年以内

	開業資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む７年以内

	小口零細企業保証資金
	設備資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む１０年以内

	
	運転資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む７年以内

	
	開業資金
	１，０００万円
	据置期間６月を含む７年以内


　備考
　　１　小口零細企業保証資金とその他の資金については、併用ができないものとする。
２　設備資金及び運転資金又は小口零細企業保証資金の設備資金及び運転資金については、併用ができるものとする。
様式第１号（第６条関係）
年　　月　　日
あきる野市長　殿

あきる野市中小企業振興資金融資あっせん申込書

　あきる野市中小企業振興資金融資のあっせんを受けたいので、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第６条第１項の規定により、関係書類を添えて下記のとおり申し込みます。

記

	商号
又は
屋号
	名称
	フリガナ
	住所
	

	
	
	



	
	

	
	
	
	
	電話番号（　　　　）　　　－

	
	
	
	事業所
(営業所)
所在地
	

	
	
	
	
	電話番号（　　　　）　　　－

	法人代表者
又は
個人事業者
	氏名
	フリガナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	住所
	

	
	
	
	
	

	
	生年月日
	　　　　　年　　月　　日　
	
	電話番号（　　　　）　　　－

	資金の種類
・
申込金額
・
希望借入期間
・
借入れの使途
	□ 中小／設備資金　　　　　万円　　か月
□ 中小／運転資金　　　　　万円　　か月
□ 中小／開業資金　　　　　万円　　か月
□ 小口／設備資金　　　　　万円　　か月
□ 小口／運転資金　　　　　万円　　か月
□ 小口／開業資金　　　　　万円　　か月
　
借入れの使途
                                             
                                             
	事業略歴
	業種　　　　　　　　　　　　　　　
事業開始　　　　　　　年　　　　月　
資本金（法人）　　　　　　　　　円
従業員数　　　　　人
うち家族従業員数　　　　　人

	都制度
連携
	東京都中小企業制度融資との連携
□ 東京都設備融資（中小／設備）と連携
□ 東京都創業融資（中小・小口／開業）と連携
□ 東京都小規模事業融資（小口／設備・運転）と連携
	希望する
金融機関
	□銀　　行
□信用金庫
　　□組　　合
	本店 

支店 

	添付書類
	１　区市町村民税の納税証明書（区市町村民税が非課税の者にあっては、非課税証明書）
２　固定資産税の納税証明書（固定資産税の納税義務者に限る。）
３　法人の履歴事項全部証明書（法人の場合に限る。）
４　確定申告書等の事業所（営業所）の所在地が確認できる書類
５　情報提供に関する同意書（小口零細企業保証資金の融資のあっせんの申込みに限る。）
６　開業計画書（開業資金の融資のあっせんの申込みに限る。）


　（注）
　　１　申込みに関する書類及び情報を必要に応じて希望する金融機関及び東京信用保証協会又は東京都農業信用基金協会に提供します。
　　２　上記１により書類・情報の提供を受けた金融機関及び東京信用保証協会又は東京都農業信用基金協会は、審査の進捗状況及び結果、融資実行後の回収並びに申込者に関する情報を必要に応じてあきる野市に提供します。
　　３　東京信用保証協会又は東京都農業信用基金協会の信用保証が受けられない場合、あきる野市中小企業振興資金融資はご利用できません。
　　４　申込関係書類は、一切お返ししません。
様式第２号（第７条関係）
第　　　　　号
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきる野市長　　　　　　　　　印


あきる野市中小企業振興資金融資あっせん決定通知書


　　　　　年　　月　　日付けで申込みのあったあきる野市中小企業振興資金融資のあっせんについて、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第７条第１項の規定により、下記のとおり決定したので通知します。

	資金の種類

	あっせん金額　

万円
	あっせん番号
	申込受理日

年　　月　　日

	融資期間、融資利率及び利子補給率

か月　　　　％　　　　％
	あっせんする金融機関


記
（注）
１　次に該当する場合は、利子補給及び保証料の助成の決定を取り消すことがあります。
（１）　申込内容に偽りがあったとき。
（２）　申込者の資格を失うに至ったとき。
（３）　その他市長が不適当と認めるとき。
２　この決定により借り受ける資金は、申込書による借入れの使途以外に使用しないこと。
３　償還期間中、次のいずれかに該当するときは、速やかに市長にその旨を届け出ること。
（１）　住所の移転、氏名、名称又は代表者の変更その他のあっせんに係る申込みの内容に変更が生じたとき。
（２）　据置期間に変更が生じたとき。
４　融資金額は、金融機関等の判断により決定通知書に示したあっせん金額を下回る場合があります。



様式第３号（第７条関係）
第　　　　　号
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきる野市長　　　　　　　　　印


あきる野市中小企業振興資金融資依頼書


　あきる野市中小企業振興資金融資のあっせんの申込みがあった者について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則に規定する要件を満たしており、融資をあっせんするので、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第７条第１項の規定により、下記のとおり融資を依頼します。

記
	資金の種類

	あっせん金額

万円
	あっせん番号
	申込受理日

年　　月　　日

	融資期間、融資利率及び利子補給率

　か月　　　　％　　　　％

	申込者
	商号又は屋号

	氏名（代表者名）


	
	住所（所在地）


	東京都中小企業制度融資との連携
	



（注）
１　融資を実行したときは、速やかにあきる野市中小企業振興資金融資審査報告書及び東京信用保証協会の信用保証書の写し又は東京都農業信用基金協会の保証申込回答書の写しを提出してください。審査の結果が否決の場合は、あきる野市中小企業振興資金融資審査報告書のみを提出してください。
　　２　融資を実行したときは、毎月末日現在の融資金の回収状況を翌月１０日までに市長に報告してください。

様式第４号（第７条関係）
第　　　　　号
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきる野市長　　　　　　　　　印


あきる野市中小企業振興資金融資あっせん却下通知書


　　　　　年　　月　　日付けで申込みがあったあきる野市中小企業振興資金融資のあっせんについて、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第７条第２項の規定により、下記のとおり却下したので通知します。

記
　却下の理由


（教示）
１　この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、書面であきる野市長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。
２　この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、あきる野市を被告として（訴訟においてあきる野市を代表する者はあきる野市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、当該裁決の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。


様式第５号（第８条関係）
　　　　年　　月　　日
あきる野市長　殿

特定金融機関　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名


あきる野市中小企業振興資金融資審査報告書


あきる野市中小企業振興資金融資の審査結果について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第８条第２項の規定により、関係書類を添えて下記のとおり報告します。

記

	資金の種類
	あっせん金額

万円
	あっせん番号
	申請受理日
   年　　月　　日

	融資先
	商号又は屋号
	氏名（代表者名）


	
	住所（所在地）


	審査結果
	□実行

	□否決（理由を記入してください。）



	融資内容
	融資金額
万円
	（減額の場合）減額の理由

	
	融資期間
　　　　実行日　　　　　　　　　　　 終期
　　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日（　　　か月）
（上記融資期間に含まれる据置期間　　　か月）


　（注）
１　融資実行又は否決の確定後速やかにあきる野市長へ報告してください。
２　融資を実行する場合は、東京信用保証協会の信用保証書の写し又は東京都農業信用基金協会の保証申込回答書の写しを提出してください。


様式第６号（第１０条関係）
年　　月　　日

あきる野市長　殿

特定金融機関　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名


あきる野市中小企業振興資金融資利子補給申請書


年度あきる野市中小企業振興資金融資の利子補給について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１０条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり申請します。

記

１　利子補給申請額　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日までの利子補給として

２　申請内訳　別紙のとおり

様式第７号（第１１条関係）
第　　　　　号
年　　月　　日
殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきる野市長　　　　　　　　　印


あきる野市中小企業振興資金融資利子補給決定通知書


　　　　　年　　月　　日付けで申請のあった　　　　年度あきる野市中小企業振興資金融資の利子補給について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１１条の規定により、下記のとおり決定したので通知します。

記

１　利子補給額
　　　　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日までの利子補給として

２　決定内訳　別紙のとおり

３　利子補給の条件
（１）　申込書による借入れの使途以外に資金を使用しないこと。
（２）　償還期間中、次のいずれかに該当するときは、速やかに市長にその旨を届け出ること。
ア　住所の移転、氏名、名称又は代表者の変更その他のあっせんに係る申込みの内容に変更が生じたとき。
イ　据置期間に変更が生じたとき。
（３）　あきる野市補助金等交付規則及びこの利子補給の条件に違反したときは、利子補給の決定の全部又は一部を取り消し、既に交付してある利子補給金の返還を命ずることがある。


様式第８号（第１２条関係）
年　　月　　日

あきる野市長　殿

特定金融機関　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名


あきる野市中小企業振興資金融資利子補給金請求書


　　　　　年　　月　　日付け　　　　第　号で決定のあった　　　　年度あきる野市中小企業振興資金融資の利子補給金について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１２条第１項の規定により、関係書類を添えて下記のとおり請求します。

記

１　請求金額　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日までの利子補給として

２　請求内訳　別紙のとおり


様式第９号（第１４条関係）
　　年　　月　　日

あきる野市長　殿

申請者　住所（所在地）
　　　　商号（屋号）
　　　　　　　　　　　　　氏名（代表者名）
電話番号


あきる野市中小企業振興資金融資保証料助成申請書


あきる野市中小企業振興資金融資の保証料の助成について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１４条の規定により、下記のとおり申請します。

記

	あっせん番号
	


	取扱金融機関
	　　

	保証料の額
	　　　　　　　　　　　円

	保証料助成申請額
	　　　　　　　　　円




様式第１０号（第１５条関係）
第　　　　　号
年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　殿

あきる野市長　　　　　　　　印　


あきる野市中小企業振興資金融資保証料助成決定通知書


　　　　　年　　月　　日付けで申請のあったあきる野市中小企業振興資金融資の保証料の助成について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１５条の規定により、下記のとおり決定したので通知します。

記

１　保証料助成額　　　　　　　　　　　　円

２　助成の条件
　（１）　繰上償還により保証料の返戻を受けたときは、当該返戻をされた保証料の２分の１の額（１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）を返還しなければならない。
（２）　申込書による借入れの使途以外に資金を使用しないこと。
（３）　償還期間中、次のいずれかに該当するときは、速やかに市長にその旨を届け出ること。
ア　住所の移転、氏名、名称又は代表者の変更その他のあっせんに係る申込みの内容に変更が生じたとき。
イ　据置期間に変更が生じたとき。
（４）　あきる野市補助金等交付規則及びこの助成の条件に違反したときは、助成の決定の全部又は一部を取り消し、既に支給してある助成金の返還を命ずることがある。


様式第１１号（第１６条関係）請求書日付は入れないよう注意
　　年　　月　　日

あきる野市長　殿

　住所（所在地）
　　　　商号（屋号）
氏名（代表者名）
電話番号


あきる野市中小企業振興資金融資保証料助成金請求書

助成決定日なので日付は入れないよう注意
　　　　年　　月　　日付け　　　　第　号で決定のあったあきる野市中小企業振興資金融資保証料助成金について、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１６条第１項の規定により、下記のとおり請求します。

記

１　請求金額　　　　　　　　　　　　円

２　振込先
	金融機関名
	　　　　　　　　　銀行
　　　　　　　　　信用金庫　　　　　　　　　　　　本店
　　　　　　　　　農業協同組合　　　　　　　　　　　　支店
　　　　　　　　　信用組合　　　　　　　　　　　　出張所
　　　　　　　　　労働金庫

	種目
	普通 ・ 当座
	口座番号
	
	
	
	
	
	
	

	フリガナ
	

	口座名義
	




様式第１２号（第１８条関係）
　　年　　月　　日

あきる野市長　殿

　　　　住所（所在地）
　　　　商号（屋号）
　　　　　　　　　　　　　氏名（代表者名）
電話番号


あきる野市中小企業振興資金融資内容変更届出書


　あきる野市中小企業振興資金融資のあっせんに係る申込みの内容等に変更がありましたので、あきる野市中小企業振興資金融資あっせん条例施行規則第１８条の規定により、関係書類を添えて下記のとおり届け出ます。

記

	あっせん番号
	

	変更事項
	

	変更内容
	新
	

	
	旧
	

	変更理由
	

	変更（予定）年月日
	


　　　添付資料　変更事項を証明できる書類（履歴事項全部証明書等）

